

































デル(CZM：Cohesive zone model)解析への正確な適用を目指した SGA接着剤の面接着構
造のエネルギー解放率の同定の取り組みを行っている。評価方法はテーパー付きの
DCB試験（TDCB試験），シングルラップのせん断，ENF(End notched flexure)試験の 3種
類を採用した。これらの試験においても AE の検出をあわせて実施している。また，5
章，6章では 2種類の SGA接着剤を比較検証する形で実施している。 
TDCB 試験では，強度の低いハニカム用の SGA で AE シグナルが大きく検出数も多
いことが認められたが，シングルラップのせん断や ENF 試験では強度の低いハニカム




















6 章の研究の最終部では，得られた破壊過程に関する実験結果を基に CZM モデルな
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どの応力解析を行っていく場合に留意するべき点について提案を行っている。 
７章（総括）これらの研究結果は，従来から実績のあるAEというセンシング手法を，
DICやTEM・SEM観察などと併用評価することでSGAの接着部から更に多くの情報を引
き出せることに関して実例をもって示したものである。材料解析の面では，エネルギー
解放率算出だけでなくSGA内の高度に分散されたエラストマー相の存在形態と関連付け
て AEの発生，伝達，減衰において考察を行っている。これはSGAのみならず他のエラ
ストマーで変性された材料についてAE評価を行う際，重要な視点を与えるものである。 
